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研究成果の概要（和文）： 

本研究課題は，人間の住まう空間に係る基礎科学としての地理学，地理情報科学において開
発・応用されてきた空間解析手法と，そうした空間を創造していくことを目的とした都市工学
において開発・応用されてきた空間解析手法を融合し，新たな空間解析手法の展開に結びつく
研究手法の高度化と共有を図ることを目的としている． 

空間解析手法は多種多様なものが考えられるが，本研究では以下の３つの分野に大別される
手法群に着目して，地理情報科学と都市工学の各専門分野における空間解析手法の高度化を追
求し，分野間相互の適用可能性を探りながら空間解析手法の共有と新展開の試みを図ることを
試みた． 

(1) 小地域・時空間統合データ解析技術とデータマイニング 

(2) 配置最適化・ネットワーク解析技術 

(3) 空間シミュレーション技術（景観，空間的行動） 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to integrate two spatial analysis techniques which are 

developed in geography/geographic information science and urban engineering – a basic 

science for space where people live, and designing new space for human beings – for 

developing and sharing research skills for the new technique of spatial analysis. 

Though there are various spatial analysis techniques, they are separated into three 

fields in the project. This research project enhanced the spatial analysis technique and 

tried to share and develop new insight of spatial analysis with searching the possibility of 

application in both fields. 

(1) Small area, spatio-temporal integrated data analysis techniques and data mining 

(2) Locational optimization and network analysis techniques 

(3) Spatial simulation techniques for townscape planning and spatial behavior analysis 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009年度 8,200,000 2,460,000 10,660,000 

2010年度 6,600,000 1,980,000 8,580,000 

2011年度 7,200,000 2,160,000 9,360,000 

年度    

  年度    

総 計 22,000,000 6,600,000 28,600,000 

 
研究分野：空間情報科学 

科研費の分科・細目：社会・安全システム科学，社会システム工学・安全システム 

機関番号：１２１０２ 

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2009～2011   

課題番号：21241039 

研究課題名（和文） 地理情報科学と都市工学を融合した空間解析手法の新展開 

                     

研究課題名（英文） Developments of the spatial analysis techniques with the fusion of 

geographic information science and urban engineering fields 

研究代表者 

鈴木 勉（SUZUKI TSUTOMU） 

筑波大学・システム情報系・教授 

 研究者番号：００２８２３２７ 

 

 



キーワード：(1)地理情報科学，(2)都市工学，(3)空間解析，(4)小地域データ，(5)時空間データ，

(6)配置，(7)ネットワーク，(8)シミュレーション  

 
１．研究開始当初の背景 
我々が生活を営む空間の実態を明らかに

し，その有り様を追求する学問として地理学
と都市工学はそれぞれ固有の源流を元にし
ながら独自の発展を遂げてきた．地理学にお
ける地理情報科学の発展は，情報化技術の大
きな進展とともにめざましい展開を見せて
おり，空間解析の理論と技術の蓄積も進んで
いる．一方，都市工学における空間解析技術
の応用展開も大きく進歩を見せており，都市
空間データ整備の充実を背景に実学として
多くの試みがなされてきている．しかし，相
互の交流は必ずしも活発とはいえず，それぞ
れ独自の方法論とツール開発を行ってきて
いる面が強く，共通部分や相乗効果を期待で
きる部分があるにもかかわらず，そうした取
り組みは不十分である．地理情報科学と都市
工学を融合した空間解析手法の新展開が嘱
望されている． 

筑波大学では，地理分野と工学分野の充実
したスタッフを有する総合大学としての利
点を生かして，生命環境系とシステム情報系
の地形学・水文学等の自然地理学分野，人文
地理学分野，都市計画・都市解析学分野等の
広範な分野の教員が連携して，教員養成分野
を含めた他大学教員の連携協力も得ながら，
地理情報システム ArcGIS サイトライセンス
を共通のプラットフォームとして「地理情報
科学の教授法の開発」に関する共同研究を行
ってきた．この研究の構成員が中心となって，
学際的な科学としての地理情報科学に関す
る研究教育に携わっている教職員を対象に，
研究者間の交流，情報交換と共有の場の提供，
地理情報科学に関する研究教育の推進，情報
発信等を行うことを目的とした「筑波大学
GIS 研究教育コンソーシアム」も設立に至っ
ている．本研究は，こうした連携効果を地理
学と都市工学の双方の研究領域にも展開さ
せ，サイトライセンスと地理情報ポータルサ
イト Geography Network，そしてコンソー
シアムを基盤として，全学的地理情報処理共
通システムを用いた研究の推進と教育への
反映（教授法科研の成果の実践）を目的とし，
地理学と都市工学における地理情報処理技
術の相互共有による相乗効果を伴った研
究・教育の水準向上を目指すものである． 

 

２．研究の目的 
本研究は，人間の住まう空間に係る基礎科

学としての地理学，地理情報科学において開
発・応用されてきた空間解析手法と，そうし
た空間を創造していくことを目的とした都
市工学において開発・応用されてきた空間解
析手法を融合し，新たな空間解析手法の展開

に結びつく研究手法の高度化と共有を図る
ことを目的とする． 

空間解析手法は多種多様なものが考えら
れるが，本研究では以下の３つの分野に大別
される手法群に着目して，地理情報科学と都
市工学の各専門分野における空間解析手法
の高度化を追求する．そして，分野間相互の
適用可能性を探りながら空間解析手法の共
有と新展開の試みを図る． 

(1) 小地域・時空間統合データ解析技術とデ
ータマイニング 

(2) 配置最適化・ネットワーク解析技術 

(3) 空間シミュレーション技術（景観，空間
的行動） 

 

３．研究の方法 
 ３つの分野について，以下の項目の分析を
行う． 

(1) 小地域・時空間統合データ解析技術とデ
ータマイニング 

① 多面的空間データベース構築手法と作
成・農村地域の類型化への応用 

② 水資源量予測のための時空間データの作
成・水利用状況の調査・再現・将来予測 

③ 小地域データの管理方法・表章単位とし
ての地域区分の理論的検討・クリアリン
グハウスの試作とデータ共有方法 

④ 空間情報と統計情報の対応分析と視覚化
手法の検討と開発・ネットワーク情報の
分析手法 

⑤ メタ・データに関する調査・整備・公開・
評価 

(2) 配置最適化・ネットワーク解析技術 

① ネットワーク形態指標による形態分析・
流動パターン分析による結節構造分析・
ハブ拠点空港の最適配置の分析 

② 階層的道路網モデルの構築・実際の道路
網での階層性分析・モデル構築へのフィ
ードバック 

(3) 空間シミュレーション技術 

① 三次元都市モデルの生成手法の比較・景
観シミュレーションフレーム構築・住民
向け景観シミュレーションツール開発 

② GPS レコーダを用いた位置情報トラッ
キング実験・歩行者および自転車利用者
の経路選択特性の把握・歩行者・自転車
行動シミュレーション 

 
４．研究成果 
(1) 小地域・時空間統合データ解析技術とデ
ータマイニング 

●多面的空間データベースの作成：小地域統
計もしくは個別データを収集し，それらの積
み上げ・組み替えや，空間解析による面的次



元への変換によって，統合的に利用可能な多
側面データベースを作成した．並行して，生
産，環境，社会，文化といった諸側面から農
村地域の特性，具体的には活性化の実態と可
能性を捉える試みをモデル地域を選択して
実施した．メッシュデータ作成による農村空
間の分析を，農村地域の特性の具体的な解析
を範囲を広げて実施した． 

●水利用状況の調査：モンゴルを対象に流域
内で放牧を行う家族ごとに動物数と行動様
式の聞き取り調査を実施した．また，衛星デ
ータを利用して流域内のゲル分布を把握し，
流域内の水利用現況を推定した．モンゴル半
乾燥地域を対象に，過去から現在に渡る動物
頭数統計データ，降水量データを収集し，流
域への水の入力値の変化を再現し，水利用状
況を把握した．また，将来の水利用シナリオ
と気候変化予測シナリオを入力することで，
気候温暖化と放牧変化に伴う水循環変化予
測を行った． 

●表章単位としての地域区分の理論的検
討：コミュニティ，町丁・字，調査区，街区，
学区，郵便番号区，自治会区，班，ゴミ収集
圏区，消防団管轄区，メッシュなどの地域区
分にもとづく属性データの迅速な提供を可
能にする方法を検討した．キャンパス GIS を
事例に，各種メタ・データを登録するクリア
リングハウスの試作版を作り，ミクロデータ
の共有化や流通を促進する方策を研究した．
筑波大学内での研究者，学生間での空間デー
タの共有の仕組みやあり方にも言及した． 

●空間情報と統計情報の対応分析と視覚化
手法の開発：異なる地域区分で収集・集計さ
れた統計情報間の相関関係の分析手法およ
び結果の視覚的表現方法について検討を行
った．行政投資実績を活用した市町村別社会
資本ストックの推計や，不動産取引価格情報
に基づく小地域単位の市況変動の抽出にも
着手した．複数のネットワーク情報や，地点
単位・地域単位の情報との間の関係について
分析する手法を構築し，高齢者の居住分布と
生活便利施設への接近性への応用を図った． 

(2) 配置最適化・ネットワーク解析技術 

●流動パターン分析による結節構造分析：流
動パターン分析により航空輸送の結節地域
を把握した．航空ネットワークデータ及び輸
送需要データを用いて，国際航空輸送におけ
るハブ拠点空港の最適配置モデル分析を行
った．また，三陸復興に向けた水産加工・流
通システムの再構築や，２種類の施設を統合
する施設配置問題と幼保一体化への応用へ
の展開を図った．流入・流出・通過交通の考
慮や，交通混雑や人口分布が及ぼす影響を取
り入れることを試みた． 

●実際の道路網での階層性分析：道路幅員別
の道路面積を計測し，交通量や走行速度と道
路網の階層システムとの関係を分析した．格

子状や放射環状の道路網で得られた結果と
比較し，単純モデルが現実の問題に適用でき
るかを検証した．また，都市の交通状況に応
じた各階層の道路への面積の最適な配分を
明らかにし，道路網の階層システムを適正化
するための示唆を得た． 

(3) 空間シミュレーション技術 

●景観シミュレーションフレーム構築：計画
案である建築単体での評価から街区全体で
の評価が行えるようなシミュレーション・シ
ステムのフレームを構築した．住民向け景観
シミュレーションツールを開発し，住民側が
潜在的開発の可能性などについて検討する
ためのツールを組み入れた．また，観光歩行
行動のマイクロジオデータに対する３次元
可視化分析方法の提案を行った． 

●歩行者・自転車利用者の経路選択特性の把
握：歩行者・自転車利用者に対する実証デー
タ取得を行い，徒歩や自転車の経路選択要因
分析を行った．歩行者・自転車利用者の行動
を再現するシミュレーションツールを構築
し，歩行・自転車利用環境の向上がモビリテ
ィに及ぼす影響を明らかにした．  
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